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研究成果の概要 

本研究では、巨視的な懸架鏡の重心振動を精密に測定し、フィードバックおよび量子推定によって巨

視的物体の量子状態を生成することを目指している。巨視的物体の量子制御が実現すれば、量子力学の

理解を深めるうえで重要な知見が得られるだけでなく、量子重力の実験的検証の第一歩につながるこ

とも期待される。量子制御の実現には、熱雑音や量子雑音といった原理雑音を極限まで低減するととも

に、その他の技術的雑音（地面の振動、音、温度変化、電子回路ノイズなど）を原理雑音以下に抑える

必要がある。 

2024年度には、5階にあった実験室を地階へ移設し、建物の固有振動による低周波地面振動雑音の影

響を十分に抑えられる実験環境を整備することに成功した。新たな実験環境における地面振動レベル

は、以前実験を行っていた東北大学電気通信研究所での振動レベルとほぼ同等であった。 

さらに 2024 年度には、光共振器を利用した従来の研究とは異なり、単純な干渉計を用いることで、

重力の量子性（ニュートン重力によって物体間に量子もつれが生成できるかどうか）の検証が可能であ

ることを発見し、詳細な解析を開始した。詳細な結果は 2025 年度中に得られる見込みであるが、概算

としては、質量が 100ミリグラムから 1キログラム程度の隣接する 2つの金プラチナ合金試料の同相・

差動変位を、サブミリヘルツ帯域でおよそ 180 日間、量子限界感度で測定することで、99.7%の信頼水

準で検証可能であることが分かった。 
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